















































































































































㪇 㪈㪌 䋱䋭䋵 㪈㪌㪈㪃㪌㪇㪇 䋱䋭䋱 㪈㪊㪈㪃㪐㪇㪇 䋴ภ 㪈㪐㪃㪍㪇㪇
㪈 㪈㪍 䋱䋭䋶 㪈㪌㪎㪃㪌㪇㪇 䋱䋭䋲 㪈㪊㪍㪃㪇㪇㪇 䋴ภ 㪉㪈㪃㪌㪇㪇
㪉 㪈㪎 䋱䋭䋷 㪈㪍㪌㪃㪇㪇㪇 䋱䋭䋳 㪈㪋㪇㪃㪎㪇㪇 䋴ภ 㪉㪋㪃㪊㪇㪇
㪊 㪈㪏 䋱䋭䋸 㪈㪎㪈㪃㪏㪇㪇 䋱䋭䋴 㪈㪋㪌㪃㪌㪇㪇 䋴ภ 㪉㪍㪃㪊㪇㪇
㪋 㪈㪐 䋱䋭䋹 㪈㪎㪎㪃㪎㪇㪇 䋱䋭䋴 㪈㪋㪌㪃㪌㪇㪇 䋵ภ 㪊㪉㪃㪉㪇㪇
㪌 㪉㪇 䋱䋭䋱䋰 㪈㪏㪊㪃㪎㪇㪇 䋱䋭䋴 㪈㪋㪌㪃㪌㪇㪇 䋶ภ 㪊㪏㪃㪉㪇㪇
㪍 㪉㪈 䋱䋭䋱䋱 㪈㪏㪐㪃㪇㪇㪇 䋱䋭䋵 㪈㪌㪈㪃㪌㪇㪇 䋶ภ 㪊㪎㪃㪌㪇㪇
㪎 㪉㪉 䋱䋭䋱䋱 㪈㪏㪐㪃㪇㪇㪇 䋱䋭䋵 㪈㪌㪈㪃㪌㪇㪇 䋶ภ 㪊㪎㪃㪌㪇㪇
㪏 㪉㪊 䋱䋭䋱䋲 㪈㪐㪊㪃㪐㪇㪇 䋱䋭䋵 㪈㪌㪈㪃㪌㪇㪇 䋷ภ 㪋㪉㪃㪋㪇㪇
㪐 㪉㪋 䋱䋭䋱䋲 㪈㪐㪊㪃㪐㪇㪇 䋱䋭䋶 㪈㪌㪎㪃㪌㪇㪇 䋶ภ 㪊㪍㪃㪋㪇㪇
㪈㪇 㪉㪌 䋱䋭䋱䋳 㪈㪐㪏㪃㪐㪇㪇 䋱䋭䋶 㪈㪌㪎㪃㪌㪇㪇 䋷ภ 㪋㪈㪃㪋㪇㪇
㪈㪈 㪉㪍 䋱䋭䋱䋳 㪈㪐㪏㪃㪐㪇㪇 䋱䋭䋶 㪈㪌㪎㪃㪌㪇㪇 䋷ภ 㪋㪈㪃㪋㪇㪇
㪈㪉 㪉㪎 䋱䋭䋱䋴 㪉㪇㪋㪃㪉㪇㪇 䋱䋭䋷 㪈㪍㪌㪃㪇㪇㪇 䋷ภ 㪊㪐㪃㪉㪇㪇
㪈㪊 㪉㪏 䋱䋭䋱䋴 㪉㪇㪋㪃㪉㪇㪇 䋱䋭䋷 㪈㪍㪌㪃㪇㪇㪇 䋷ภ 㪊㪐㪃㪉㪇㪇
㪈㪋 㪉㪐 䋱䋭䋱䋵 㪉㪇㪐㪃㪋㪇㪇 䋱䋭䋷 㪈㪍㪌㪃㪇㪇㪇 䋸ภ 㪋㪋㪃㪋㪇㪇
㪈㪌 㪊㪇 䋱䋭䋱䋵 㪉㪇㪐㪃㪋㪇㪇 䋱䋭䋷 㪈㪍㪌㪃㪇㪇㪇 䋸ภ 㪋㪋㪃㪋㪇㪇
㪈㪍 㪊㪈 䋱䋭䋱䋶 㪉㪈㪋㪃㪌㪇㪇 䋱䋭䋷 㪈㪍㪌㪃㪇㪇㪇 䋹ภ 㪋㪐㪃㪌㪇㪇
㪈㪎 㪊㪉 䋱䋭䋱䋶 㪉㪈㪋㪃㪌㪇㪇 䋱䋭䋷 㪈㪍㪌㪃㪇㪇㪇 䋹ภ 㪋㪐㪃㪌㪇㪇
㪈㪏 㪊㪊 䋱䋭䋱䋶 㪉㪈㪋㪃㪌㪇㪇 䋱䋭䋷 㪈㪍㪌㪃㪇㪇㪇 䋹ภ 㪋㪐㪃㪌㪇㪇
㪈㪐 㪊㪋 䋱䋭䋱䋶 㪉㪈㪋㪃㪌㪇㪇 䋱䋭䋷 㪈㪍㪌㪃㪇㪇㪇 䋹ภ 㪋㪐㪃㪌㪇㪇







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































㪈㪐㪐㪇 㪈㪏㪐㪏 㪈㪊㪉㪌㪌 㪉㪏㪏㪏 㪄 㪍㪅㪐㪏 㪈㪅㪌㪉
㪈㪐㪐㪈 㪈㪐㪌㪌 㪈㪊㪍㪊㪈 㪊㪊㪋㪌 㪄 㪍㪅㪐㪎 㪈㪅㪎㪈
㪈㪐㪐㪉 㪉㪇㪈㪈 㪈㪋㪉㪇㪇 㪊㪍㪏㪐 㪄 㪎㪅㪇㪍 㪈㪅㪏㪊
㪈㪐㪐㪊 㪉㪇㪐㪈 㪈㪋㪍㪐㪐 㪋㪍㪐㪏 㪄 㪎㪅㪇㪊 㪉㪅㪉㪌
㪈㪐㪐㪋 㪉㪈㪏㪇 㪈㪌㪈㪌㪉 㪌㪇㪎㪋 㪄 㪍㪅㪐㪌 㪉㪅㪊㪊
㪈㪐㪐㪌 㪉㪉㪎㪇 㪈㪌㪇㪇㪇 㪍㪊㪋㪉 㪄 㪍㪅㪍㪈 㪉㪅㪎㪐
㪈㪐㪐㪍 㪉㪊㪊㪍 㪈㪌㪈㪎㪉 㪍㪏㪈㪇 㪄 㪍㪅㪋㪐 㪉㪅㪐㪉
㪈㪐㪐㪎 㪉㪋㪉㪊 㪈㪌㪊㪌㪐 㪍㪐㪎㪈 㪄 㪍㪅㪊㪋 㪉㪅㪏㪏
㪈㪐㪐㪏 㪉㪋㪐㪐 㪈㪌㪋㪉㪐 㪏㪉㪈㪍 㪄 㪍㪅㪈㪎 㪊㪅㪉㪐
㪈㪐㪐㪐 㪉㪌㪍㪇 㪈㪌㪊㪌㪍 㪏㪐㪉㪊 㪄 㪍㪅㪇㪇 㪊㪅㪋㪐
㪉㪇㪇㪇 㪉㪍㪈㪊 㪈㪌㪈㪎㪌 㪐㪏㪍㪈 㪄 㪌㪅㪏㪈 㪊㪅㪎㪎
㪉㪇㪇㪈 㪉㪍㪌㪌 㪈㪌㪉㪉㪏 㪈㪇㪏㪐㪉 㪄 㪌㪅㪎㪋 㪋㪅㪈㪇
㪉㪇㪇㪉 㪉㪍㪏㪍 㪈㪌㪈㪏㪈 㪈㪈㪎㪋㪉 㪄 㪌㪅㪍㪌 㪋㪅㪊㪎
㪉㪇㪇㪊 㪉㪎㪊㪌 㪈㪋㪏㪉㪐 㪈㪉㪏㪈㪌 㪄 㪌㪅㪋㪉 㪋㪅㪍㪐
㪉㪇㪇㪋 㪉㪏㪇㪊 㪈㪋㪌㪎㪉 㪈㪊㪇㪇㪊 㪄 㪌㪅㪉㪇 㪋㪅㪍㪋
㪉㪇㪇㪌 㪉㪐㪊㪈 㪈㪋㪉㪇㪍 㪈㪊㪉㪌㪎 㪉㪊㪌㪏 㪋㪅㪏㪌 㪌㪅㪊㪊
㪉㪇㪇㪍 㪊㪇㪍㪉 㪈㪊㪐㪏㪎 㪈㪊㪐㪋㪎 㪊㪈㪋㪇 㪋㪅㪌㪎 㪌㪅㪌㪏
㪉㪇㪇㪎 㪊㪇㪐㪈 㪈㪊㪋㪏㪐 㪈㪋㪉㪎㪏 㪋㪉㪋㪌 㪋㪅㪊㪍 㪌㪅㪐㪐
㪉㪇㪇㪏 㪊㪈㪇㪐 㪈㪊㪇㪊㪍 㪈㪋㪊㪊㪇 㪌㪉㪊㪈 㪋㪅㪈㪐 㪍㪅㪉㪐
㪉㪇㪇㪐 㪊㪈㪋㪋 㪈㪉㪍㪉㪊 㪈㪌㪉㪌㪋 㪌㪏㪊㪋 㪋㪅㪇㪈 㪍㪅㪎㪈
㪉㪇㪈㪇 㪊㪈㪍㪏 㪈㪉㪇㪊㪍 㪈㪌㪉㪐㪍 㪎㪈㪐㪊 㪊㪅㪏㪇 㪎㪅㪈㪇
㪉㪇㪈㪈 㪊㪈㪐㪇 㪈㪈㪍㪎㪏 㪈㪌㪍㪏㪍 㪎㪐㪏㪉 㪊㪅㪍㪍 㪎㪅㪋㪉
㪉㪇㪈㪉 㪊㪉㪈㪋 㪈㪈㪌㪎㪐 㪈㪌㪎㪏㪐 㪏㪍㪎㪈 㪊㪅㪍㪇 㪎㪅㪍㪈
ᐕᐲ ࿑ᦠ㙚ᢙ 㕖Ᏹൕ䊶⥃ᤨ㓹↪ ᵷ㆜
㪈㙚ᒰ䈢䉍
ᱜⷙ㓹↪
出所：日本図書館協会提供資料「３　公立図書館の司書」より作成
注：非常勤・臨時・派遣は年間実働時間1500時間を１人として計算。
　公立図書館で働く雇用形態別の職員数を図表５で確認してみよう。2012年度では、「正規雇用」
が１万1579名、「非常勤・臨時雇用」が１万5789名、「派遣」が8671名である（「非常勤・臨時雇
用」と「派遣」は、年間実労働時間1500時間を１人として計算している）。ここでいう「非常
勤・臨時雇用」とは、自治体が直接雇用している非正規の職員のことである。「派遣」とは、派
遣労働者だけでなく、委託や指定管理者制度によって図書館業務を任された民間事業者に雇用
されている労働者（以下、請負労働者と略）も含まれる。否、むしろ派遣労働者はごく少なく
て、後者の請負労働者の方が多いとのことである。いずれにしろ、現在の図書館業務は約67.9％
を占める非正規雇用によって担われているのである。正社員の数は減り続けており、非正規、
とりわけ派遣･請負の数が著しく増えている。
　請負労働の中でも、委託の場合は特定の図書館業務（窓口や書架整理など）だけを企業が請
け負って行う仕組みだが、2003年から導入された指定管理者制度は図書館の管理運営を民間に
任せることが可能になった。そのため、図書館からは自治体職員がいなくなり、民間職員に取っ
て代わられる。その場合、館長以下、ほぼすべてが非正規となる。館長ですら契約社員なのだ。
　委託や指定管理の期間には期限があり（委託期間は従来１年が多かったが、３年が増えてき
ている。指定管理期間は３年が多く、その次が５年）、企業にしてみたら次期に委託･指定され
ない恐れがあるので、労働者を正社員としては採用しない。請負労働者の雇用契約期間は、多
くが１年であり、パート労働者はそれよりも短くなる。指定管理者を任された企業に雇われる
労働者の賃金は、一般的に自治体に直接雇用されている非正規よりも低い14。要するに、労働条
件において上から自治体正規⇒自治体直用非正規⇒間接雇用労働者（派遣･請負）という階層が
形成されており、低賃金の労働者が増大している。
　そうした中で、図書館職員の専門性が低下してきていると言われている。図書館職員に必要
な能力として、例えば、高校の国語で習う日本文学史に出てくる著者名や書名は常識として知っ
ておく必要があり、さらにそれらを論じた本が自分の図書館にどういったものがどれくらいあ
るのかを把握しておかなければならない。大橋直人氏によれば、それが可能になるには10年は
必要だという。また、子どもへの対応は専門性がさらに要求される。子どもは本の題名などを
覚えていないので、「こういう絵本はあるか？」という話の中身だけで職員は本を探し出す必要
があるからである。
　しかし非常勤化や委託化が進むと、配架業務を担当する人、カウンター業務を担当する人と
いうように、業務が分割されていく傾向が出てくる。そうなると、従来、正規職員は毎朝出勤
自治体委託労働者の労働実態と労働組合の取り組み　― 戸室
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14 ちなみに、東京都中央区の非常勤職員「図書館サービス専門員」の賃金は、月16日勤務、１日の労働時間７時
間45分（内休憩60分）で、月20万3000円である。豊島区の非常勤職員「図書館奉仕員」の賃金は、同じ条件で
月21万4700円である（「都内図書館非常勤職員アンケート調査（2012.12公共一般東京図書館ユニオン作成）」
より）。
すると、まずは１時間～１時間半かけて書架直しを行っていたのであるが、そうした業務は非
正規職員が担当することになる。正規職員は毎朝の書架直しによって、どこにどのような本が
置いてあるのかを把握することができていたにもかかわらず、その機会がなくなってしまうの
である。１つの委託会社にしても労働者を書架ならば書架、受付であれば受付と、分割して配
置しているという。その結果、図書館職員の能力に求められる総合性が形成できずに、あたか
もファーストフード店のように、図書館業務のマニュアル化が進行している。ハローワークで
は、図書館業務の仕事が時給900円台の「受付業務」として募集されているとのことであった。
　図書館業務でもっとも憂慮すべきはこの専門性の低下である。これに関して、図表６の自治
体別・雇用形態別の職員・司書数を見ると、2012年４月現在、東京23区の正規の図書館職員の
うち司書の資格を有している者は27.7％しかいない（全国平均は52.0%）。東京23区は伝統的に
司書の専門職制度を設けずにきたので、一般事務として採用された区職員が異動で図書館職員
になっている。そして、東京23区の図書館職員に占める正規職員の割合も20.3％と低い（全国
平均は32.4%）。つまり、従来からの図書館業務における専門性の軽視が、高い割合での非正規
雇用の活用を導いてしまっているという関係が考えられる。
　非正規の図書館職員の圧倒的多数は女性である。また、山本宏義氏は大学で司書課程の授業
を担当しており、毎年50～60人の学生が受講するが、その８割は女性である。学生は図書館職
員の道は厳しいことを承知の上で、賃金は低いが図書館や図書館の仕事が好きという思いで受
講しているとのことである。大橋氏によると、「少なくとも非常勤や派遣の人の方が、一般公務
員で採用されてたまたま図書館に異動した人とは違って、「図書館で働く」という動機がある分、
問題意識は強い」と述べていた。
　こうした問題意識にこたえるかのように、図書館職員の労働条件の向上を求めて、数年前に
東京公務公共一般労組の中に東京図書館ユニオンが結成されている。松岡要氏が言うには、ユ
ニオンのメンバーは図書館職員になりたいと思ってこの仕事についたのに低賃金で働かされて
いる者たちであり、だからこそ「仕事に対する意欲が格段にいい」とのことだ。ユニオンに加
入するきっかけで一番多いのは、それまで非常勤職員として働いてきたのに、指定管理者制度
が導入され、自治体から雇い止めされてしまう場合である。ユニオンでは、主に継続雇用の実
山形大学紀要（社会科学）第45巻第１号
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図表６　自治体別・雇用形態別の職員・司書数
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出所：日本図書館協会提供資料「３　公立図書館の司書」より。
現やパワハラ問題の解決といった課題に取り組んでいるとのことである。
５　おわりに
　本稿では、３つの職種で働く自治体委託労働者の労働実態について見てきた。限られた事例
とは言え、委託によって、これまで現場で培われてきた仕事の総合性が引き裂かれつつある実
態を確認することができた。
　しかしそうした中にあっても、公務員の労働組合が委託労働者を組織化し、労働条件向上の
ための取り組みを進めている事例がみられた。公務員の労働組合は、労働組合の中でも特に
「既得権益を守ることに熱心」のように見られる風潮が根強く存在しているが、こうした事例は
看過されてはならない。現在の公務員労働組合像を正確に理解するためには、こうした活動を
注視していく必要があるだろう。
　校務員労組の事例では、教育委員会と交渉を行っていたり、委託先が変わったにもかかわら
ず委託労働者の継続雇用を勝ち取ったり、あるいは競争入札から総合評価方式に改めさせたり
していた。委託労働者の労働条件向上については、近年、公契約条例（委託労働者に支払う賃
金の最低金額を定めた条例）の制定の有無に関心が集まっており、それは当然重視されるべき
であるが、しかし、たとえ条例が制定されていなくとも、公正な公契約の条件を実現するため
の様々な取り組みが行われている事実に注目したい。こうした成果については、社会的にあま
り取り上げられる事が少ないだけに、さらなる調査・研究が求められている。
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